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しじょう きんこう  

① 市場均衡のグラフ



市場均衡とは、供給（売り注文）と需要（買い注文）が一致して取引が
成立することです。ここでの取引価格を均衡価格、取引量を均衡取引

量と呼びます。

市場均衡
しじょう きんこう

需要供給

きょうきゅう じゅよう

取引成立
とりひき せいりつ



均衡価格で取引を行うと、家計の効用（満足度）と企業の利潤は最大になり
ます。つまり、市場均衡とは、「最適な資源配分の実現」を意味します。均衡

価格は、市場メカニズムにより市場で決まる取引価格です。

市場均衡
しじょう きんこう

需要供給

きょうきゅう じゅよう

利潤最大
りじゅん さいだい

効用最大
こうよう さいだい理想的な資源配分

りそうてき しげん       はいぶん



取引量 Y

需要曲線 供給曲線

市場均衡のグラフ
しじょう きんこう

じゅよう  きょくせん きょうきゅう  きょくせん

価格 P

均衡価格
きんこう かかく

きんこうとりひきりょう

かかく ピィ

とりひきりょうワイ

市場均衡は、需要曲線と供給曲線を図示することで視覚的に捉えられます。
需要曲線と供給曲線が交差する点を均衡点と呼びます。

均衡点
きんこうてん



取引量 Y

需要曲線 供給曲線

市場均衡のグラフ

このグラフは、需要と供給が均衡点でバランスして安定することを示していま
す。均衡点では、需要と供給が等しくなり、取引が成立します。均衡点におけ
る価格を均衡価格、取引量を均衡取引量と呼びます。

しじょう きんこう

じゅよう  きょくせん きょうきゅう  きょくせん

価格 P

均衡価格
きんこう かかく

きんこうとりひきりょう

かかく ピィ

とりひきりょうワイ

均衡点
きんこうてん



取引量 Y

需要曲線 供給曲線

グラフの見方 価格を基準に考える
みかた かかく きじゅん かんが

じゅよう  きょくせん きょうきゅう  きょくせん

価格 P
かかく ピィ

とりひきりょうワイ

市場均衡のグラフは、「価格水準」を基準に需給関係を捉えます。たとえば、
価格が２であるときの供給量は１、需要量は９と読み取ります。これは、市況
が超過需要（需要＞供給）状態にあることを示します。

超過需要（需要＞供給）
ちょうか じゅよう じゅよう   きょうきゅう

均衡点
きんこうてん

２

１ 9

価格２ ならば 供給量１

価格２ ならば 需要量9
かかく きょうきゅうりょう

かかく じゅようりょう



取引量 Y

需要曲線 供給曲線

超過需要と価格上昇
ちょうか じゅよう かかく じょうしょう

じゅよう  きょくせん きょうきゅう  きょくせん

価格 P
かかく ピィ

とりひきりょうワイ

需給関係において、需要と供給のバランスが崩れると、価格が変動します。
超過需要の場合、➀価格は上昇します。②需要量は減少し、供給量は増加し
ます。

超過需要（需要＞供給）➀ 価格上昇
ちょうか じゅよう じゅよう   きょうきゅう

かかく  じょうしょう

② 需要↓ 供給↑
じゅよう   きょうきゅう

均衡点
きんこうてん



取引量 Y

需要曲線 供給曲線

超過需要と価格上昇
ちょうか じゅよう かかく じょうしょう

じゅよう  きょくせん きょうきゅう  きょくせん

価格 P
かかく ピィ

とりひきりょうワイ

超過需要（需要＞供給）
➀ 価格上昇

ちょうか じゅよう じゅよう   きょうきゅう

かかく  じょうしょう

② 需要↓ 供給↑
じゅよう   きょうきゅう

均衡点

この価格の動きで、需給間の隔たりが小さくなり、やがて隔たりはなくなります。
価格が均衡価格に達するとき、需要と供給は一致します。

きんこうてん



取引量 Y

需要曲線 供給曲線
じゅよう  きょくせん きょうきゅう  きょくせん

価格 P
かかく ピィ

とりひきりょうワイ

さて、今度は、価格水準が高い場合を取り上げてみましょう。たとえば、 価格
が10であるときの需要量は１、供給量は９と読み取ります。これは、市況が超
過供給（需要＜供給）状態にあることを示します。

超過供給（需要<供給）
ちょうか きょうきゅう じゅよう   きょうきゅう

均衡点
きんこうてん

10

１ 9

価格10 ならば 需要量１

価格10 ならば 供給量9
かかく  じゅようりょう

かかく きょうきゅうりょう

グラフの見方 価格を基準に考える
みかた かかく きじゅん かんが



取引量 Y

需要曲線 供給曲線

超過供給と価格下落
ちょうか きょうきゅう かかく げらく

じゅよう  きょくせん きょうきゅう  きょくせん価格 P
かかく ピィ

とりひきりょうワイ

超過供給の場合、➀価格は下落します。②需要量は増加し、供給量は減少し
ます。この価格の動きで、需給間の隔たりが小さくなり、やがて隔たりはなくな
ります。価格が均衡価格に達するとき、需要と供給は一致します。

超過供給（需要<供給）

➀ 価格下落

ちょうか きょうきゅう じゅよう   きょうきゅう

かかく  げらく

② 需要↑ 供給↓
じゅよう   きょうきゅう

均衡点
きんこうてん



きょくせんしき  

② 曲線式



取引量 Y

需要曲線

需要曲線と需要の法則
じゅよう きょくせん じゅよう ほうそく

じゅよう  きょくせん

価格 P
かかく ピィ

とりひきりょうワイ

需要曲線は、価格と需要量の関係を示す右下がりの曲線です。これは、「需
要の法則」に従って形成される線分です。

右下がりの曲線
みぎ さ きょくせん



商品
価格が200円から１０0円に
下がったら、購入（消費量）
を１箱から２箱に増やすよ！

１  ２

200円

100円

数量

かかく

「価格が下がれば、需要量は増加する、価格が上がれば需要量は減少する」
という価格と需要量の関係を「需要の法則」といいます。

じゅよう ほうそく

価格

需要量
じゅようりょう



商品

１  ２

200円

100円

数量

かかく

じゅよう ほうそく

価格

需要量
じゅようりょう

これは、商品の需要量が価格と逆に変化する関係を表わす法則です。消費者
が、購買数量を増やして満足度（効用）を増やそうと行動することから生まれ
る法則です。

値段が下がると
いっぱい買うよ！
お買い得だからね！



需要曲線式
じゅよう きょくせん しき

じゅよう  きょくせん

需要曲線を表す等式を需要曲線式と呼ぶことにします。P＝ーQ＋１１という等
式は、右下がりの直線を表す等式で、Qの値に応じてPの値が決まる関数です。
（ここでは、話を簡単にするため、曲線のかわりに、直線を使っています。）

Q（需要量）の値に応じてP（価格）

需要量 Q

需要曲線
価格 P
かかく ピィ

じゅようりょうキュー

P＝ーQ＋1１

11

11

需要曲線式
じゅよう  きょくせんしき

が決まることを表わす等式
キュー じゅようりょう  あたい おう ピイ かかく

き  あら  とうしき



取引量 Y

供給曲線

きょうきゅう   きょくせん きょうきゅう ほうそく

きょうきゅう  きょくせん

価格 P
かかく ピィ

とりひきりょうワイ

供給曲線は、価格と供給量の関係を表す右上がりの曲線です。これは、「供
給の法則」に従って形成される線分です。

右上がりの曲線
みぎ あ きょくせん



供給

価格

もうかるぞ！もうかるぞ！

きょうきゅう ほうそく

きょうきゅう

かかく

「供給の法則」とは、供給量は価格に比例するという法則です。商品の価格
が上がるほど市場に出まわる供給量が増えるという法則です。



供給

生産者が、販売数量を増やして利益を増やそうと行動することから生まれる
法則です。

価格

もうかるぞ！もうかるぞ！

きょうきゅう ほうそく

きょうきゅう

かかく



供給曲線式
きょうきゅう きょくせん しき

きょうきゅうきょくせん

供給曲線を表す等式を供給曲線式と呼ぶことにします。P＝Q＋１という等式
は、右上がりの直線を表す等式で、Qの値に応じてPの値が決まる関数です。
（ここでは、話を簡単にするため、曲線のかわりに、直線を使っています。）

Q（供給量）の値に応じてP（価格）

供給量Q

供給曲線
価格 P
かかく ピィ

きょうきゅうりょうキュー

P＝Q＋1

1

11

P＝Q＋1

供給曲線式
きょうきゅう きょくせん しき

が決まることを表わす等式

キュー きゅうきゅうりょう  あたい    おう     ピィ    かかく

き   あら   とうしき



れんりつ ほうていしき もと きんこうち

➂ 連立方程式で求める均衡値



方程式
ほうていしき なに

数学では、一つの等式を方程式と呼んだり、関数と呼んだりします。方程式と
は、「未知数を含む等式」のことです。方程式を解いて未知数の値を求めます。

未知数を含む等式

100x＝600

等式

Xが未知数

そもそも って何？

両辺を100で割ると、

その未知数の値は、６だ！

みちすう ふく とうしき

x＝6

＝

とうしき

りょうへん わ

みちすう  あたい

エックス みちすう



関数
かんすう なに

関数とは、「Ｘの値に対応してＹの値が決まる」という変数の依存関係を表す
等式のことです。たとえば、Y＝２Xを、「YはXの関数である」といいます。

2つの変数の関係を表す等式

Y=2x

Yの値が決まる等式

って何？
ある変数に依存して別の値を返す等式

Xが１ならば、Ｙは２と決まる。
りんご1個なら、オレンジは2個に決まる。

ふた へんすう かんけい あらわ とうしき

へんすう いぞん べつ あたい かえ とうしき

ワイ 二 エックス

エックス あたい き
Xが２ならば、Ｙは４と決まる。
りんご2個なら、オレンジは4個に決まる。

Xの値が決まると

ワイ あたい き とうしき

“yはxの関数である”

XY

ワイ エックス かんすう

X X

Y

YY

Y Y



需要曲線式という関数と供給曲線式という関数を組み合わせると、両方の等
式に共通する価格Pと数量Qが求められます。数量Qとは、取引量のことです。

関数から方程式
かんすう ほうていしき

QとPを未知数とする

供給曲線式

需要曲線式

P＝ーQ＋１１

P＝Q＋１

じゅよう きょくせん しき

きょうきゅう きょくせん しき

連立方程式
れんりつ ほうていしき

キュー ピィ みちすう

P＝ーQ＋１１ ➀- - -

P＝Q＋１        ②- - -

関数
かんすう



連立方程式は、方程式を組み合わせて未知数が一つになるように式を変形し
て答えを求めます。たとえば、式➀と式②を足すとQが消えてPの値が求まりま

す。この値をどちらかの方程式に代入すると、Ｑの値が求まります。

連立方程式を解く
れんりつ ほうていしき  と

QとPを未知数とする

連立方程式
れんりつ ほうていしき

キュー ピィ みちすう

P＝ーQ＋１１ ➀
P＝Q＋１        ②- - -

- - -

式①と式②を足すと、

Qが消えて、２P＝11＋1 となります。

2P=12、 だから、Ｐ＝６、

次に、求めたPの値を式②に代入すると、

６＝Q＋１ になります。

整理すると、Ｑ＝５

答え Ｐ＝６ Ｑ＝５

しき しき た

キュー  き

つぎ もと あたい しき だいにゅう

こた

せいり



すると、均衡価格Pは６、均衡取引量Qは、５となります。

連立方程式を解く
れんりつ ほうていしき  と

QとPを未知数とする

供給曲線式

需要曲線式

P＝ーQ＋１１

P＝Q＋１

じゅよう きょくせん しき

きょうきゅう きょくせん しき

連立方程式
れんりつ ほうていしき

キュー ピィ みちすう

P＝ーQ＋１１ ➀
P＝Q＋１        ②- - -

- - -

均衡取引量 ５

均衡価格 ６
きんこう かかく

きんこう  とりひきりょう



これをグラフでみてみましょう。需要曲線と供給曲線の交点において、縦軸の
目盛Pに均衡価格６、横軸の目盛Ｑに均衡取引量５が読み取れます。

P=Q＋1

P=ーQ＋11

供給曲線式

需要曲線式



ところで、供給曲線式はQに応じてPが決まる関数です。供給関数はＰに応じて
Ｓが決まる関数です。両者は、異なる関数です。しかし、等式としては同じです。

需要曲線式と需要関数も同様に異なる関数ですが、等式としては同じです。

しじょう

需要関数供給関数 D＝ーP＋定数S＝P－定数
きょうきゅうかんすう エス ピィ ていすう じゅよう かんすう ディ ピィ ていすう

供給曲線式 需要曲線式 P＝ーQ＋１１

Q＝Pー１         Q＝ーP＋１１

きょうきゅうきょくせんしき じゅよう きょくせんしき

P＝Q＋１

同じ等式
おな とうしき

ここで、SはSupply（供給）、DはDemand（需要）の略です。



企業の行動が供給、家計の行動が需要となって市場で出会います。これを数
学でとらえたものが関数です。方程式を解くことで、均衡価格と均衡取引量が

求められます。(ここで、SはSupply（供給）、DはDemand（需要）を表します。)

供給
きょうきゅう

企業の行動
きぎょう こうどう

需要
じゅよう

家計の行動
かけい こうどう

市場
しじょう

需要関数供給関数

供給曲線式 需要曲線式

D＝ーP＋定数

P＝ーD＋定数

S＝P－定数

P＝S＋定数
きょうきゅうかんすう エス ピィ ていすう じゅよう かんすう ディ ピィ ていすう

きょうきゅう きょくせん しき ピィ エス ていすう じゅよう きょくせん しき ピィ ディ ていすう



ちなみに、

じゅようりょう きょうきゅうりょう せいさんりょう とりひきりょう

きょうきゅうきょくせん

ちなみに、グラフの目盛には、さまざまな文字が使用されます。たとえば、P＝
Y＋１という等式の場合、Yは、供給量や生産量のことを指します。需要量、供
給量、生産量、取引量などは、数量を表します。この数量を表す文字には、Ｑ
のほかＹがよく使われます。

Q Y
供給量 Y

供給曲線

価格 P
かかく ピィ

きょうきゅうりょう ワイ

1

P＝Y＋1

需要量、供給量、生産量、取引量

すうりょう キュー    ワイ



④ ワルラスとマーシャル



均衡理論とは、市場メカニズムが働くことで、市場均衡する（最適な資
源配分がなされる）という学説のことです。市場均衡を数学を使って説
明する学説のことです。

取引量０

価
格

とりひきりょう

か
か
く

需要曲線

きょうきゅうきょくせん
供給曲線

じゅようきょくせん

均 衡 理 論
きん  こう  り ろん

1870年代
レオン・ワルラス
アルフレッド・マーシャル均衡取引量

均衡価格

きんこうとりひきりょう

きんこうかかく

等の学説です。

市場経済は、市場メカニズム(価格調整）
しじょうけいざい しじょう  かかくちょうせい

はたら しじょう きんこう

が働くと、市場均衡する。



需要関数と供給関数を使って、需要と供給が等しくなるところに均衡価格と均衡
取引量が決まり、｢最適な資源配分が実現する」と説明する理論のことです。

家計企業

最適な

供給 需要

財市場

価格

均衡理論
きんこう りろん

利潤最大 効用最大
りじゅんさいだい こうようさいだい

 資源配分
さいてき

しげん はいぶん



均衡理論
きんこう  りろん

レオン・ワルラス

アルフレッド・マーシャル

一般均衡分析

部分均衡分析

市場均衡
しじょうきんこう

イギリスの経済学者
（1842 -  1924）
主著『経済学原理』
（1890年）

フランスの経済学者
（1834 -  1910）

ワルラスが定式化したものを「一般均衡分析」といいます。のちに、マーシャ ル
が、市場を限定することで証明したものを「部分均衡分析」といいます。

いっぱん きんこう ぶんせき

ぶぶん  きんこう ぶんせき

部分均衡

一般均衡



レオン・ワルラス

一般均衡分析

フランスの経済学者
（1834 -  1910）

一般均衡分析は、すべての財市場で市場均衡が成立するという仮説です。レオ
ン・ワルラスが1870年代に提唱したものです。この仮説は、1954年にケネ
ス・アローとジェラール・ドブルーによって証明されました。

いっぱん きんこう  ぶんせき

すべての財市場
ざい しじょう 均衡

きんこう



アルフレッド・マーシャル

部分均衡分析
ぶぶん  きんこう  ぶんせき

一つの財市場
ひと ざい しじょう 均衡

きんこう

イギリスの経済学者
（1842 -  1924）

主著『 経済学原理』
（1890年）

部分均衡分析は、市場を一つに限定すれば、需要関数と供給関数を組み合
わせることで市場均衡が説明できるとしたものです。アルフレッド・マーシャル
によって提唱されたものです。



ちょっぴり 深堀りしてみましょう！
ふかぼ

市場メカニズム
しじょう



金融市場
ワルラス的調整過程

てき ちょうせい かてい

マーシャル的調整過程
てき ちょうせい かてい

株式、 為替

実物市場

農産物、  工業製品

きんゆうしじょう

かぶしき  かわせ

供給量
きょうきゅうりょう

価格
かかく

じつぶつ しじょう

のうさんぶつ こうぎょうせいひん

これまでの市場メカニズムの説明では、価格調整で均衡点を見つける場合を
取り上げてきました。この調整過程をワルラス的調整過程といいます。この他
に、数量調整で均衡点を見つけるマーシャル的調整過程があります。



金融市場
ワルラス的調整過程

てき ちょうせい かてい

マーシャル的調整過程
てき ちょうせい かてい

株式、 為替

実物市場

農産物、  工業製品

きんゆうしじょう

かぶしき  かわせ

供給量
きょうきゅうりょう

価格
かかく

じつぶつ しじょう

のうさんぶつ こうぎょうせいひん

ワルラス的調整過程は、価格が動くことで需給間の隔たりが解消されて市場
均衡点を見つけるというものです。金融市場の株式や為替等の商品価格の
決定プロセス（過程）には、このしくみがよく当てはまります。



一方、マーシャル的調整過程とは、供給量（生産数量）が動くことで、需給間
の隔たりが解消されて市場均衡点を見つけるというものです。実物市場の農
産物や工業製品の商品価格の決定プロセス（過程）には、このしくみがよく当
てはまります。

マーシャル的調整過程
てき ちょうせい かてい

実物市場

農産物、  工業製品

金融市場
ワルラス的調整過程

てき ちょうせい かてい
株式、 為替

きんゆうしじょう

かぶしき  かわせ

じつぶつ しじょう

のうさんぶつ こうぎょうせいひん

きょうきゅうりょう

供給量

価格
かかく



市場均衡は、需要曲線式と供給曲線式を描くことで 

まとめ

しじょうきんこう すうがく つか せつめい

しじょうきんこう じゅようきょくせんしき きょうきゅうきょくせんしき えが

視覚化できる。
しかくか

均衡理論の構築に、ワルラスとマーシャルは、大きな役割

均衡価格や均衡取引量が計算できる。
じゅようかんすう きょうきゅうかんすう れんりつほうていしき と

きんこうかかく きんこうとりひきりょう けいさん

きんこうりろん こうちく おお やくわり

を果たした。
は

市場均衡は、数学を使って説明できる。

➀

② 需要関数と供給関数を連立方程式として解くと、

➂ 



では、また次回



制作 金融大学


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35: 均衡理論 きんこう　　　　　　　 りろん
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44

